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i Society実現をめざして

次世代バンキングシステム

　　　　　　　　　「ＢａｎｋｉｎｇＷｅｂ21」

eマーケットプレイスの普及と

　　　　　　　　　発展に寄与するＮＥＣ
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　預金、融資、為替など銀行の中枢業務を担う

勘定系システムには、非常に高い信頼性が要求

されます。そのため、どの銀行でも高性能な汎用

コンピュータによるシステムに莫大な投資を行

ってきました。そこでＮＥＣは、信頼性を保ちつつ、

システムの変更や拡張を低価格で実現できる

「ＢａｎｋｉｎｇＷｅｂ21」を開発しました。これは、

オープンシステムの技術を用いたインターネット

時代の新しいバンキング（銀行）システムです。

　オープンシステムは、基本ソフトウェア（ＯＳ）に

世界的な業界標準であるＵＮＩＸを採用したコンピ

ュータ（サーバ）によるシステムで、低コストでの

構築が可能な上、システムの変更や拡張にも短期

間で柔軟に対応できるという長所を持っています。

ＮＥＣは他社に先駆けてこのオープンシステムの開

発を進め、多くの成功事例を残してきました。そし

て、その豊富な経験から蓄積してきたソフトウェ

ア技術を用い、さらに世界のトップ企業であるヒュ

ーレット・パッカード社、オラクル社、ＢＥＡシス

テムズ社との戦略的協業により、汎用コンピュー

タに匹敵する高信頼性を実現しました。

　昨今、銀行におい

ては、デビットカー

ドでの支払いやイン

ターネットを利用し

た振込など、新サー

ビスが次々と登場しています。金融ビッグバンで

激化する競争環境の中、これからのバンキングシ

ステムには、信頼性が高いことは言うまでもなく、

高度化、多様化する顧客の要求に対応し、他の銀

行と差別化できるサービスを、必要最低限の投資

で迅速に提供できることが必要とされます。ＮＥＣ

の「ＢａｎｋｉｎｇＷｅｂ21」は、こうした市場の要請に

応えられる新しいバンキングシステムです。

　ＮＥＣは現在、「ＢａｎｋｉｎｇＷｅｂ21」について地

方銀行４行から受注をし、十数行から引き合いを

受けています。そして日本のみならず、アジアや

北米を始め、海外市場向けにも広く金融機関向け

ビジネスを展開していきます。

　複数の企業が集まり、資材調達や商品売買を行

う電子商取引市場を、ｅマーケットプレイスと呼ん

でいます。買手企業と売手企業は、多くの参加企

業の中から有利な取引相手を簡単に選ぶことがで

き、取引の効率化や、さらには在庫の削減を行う

15

■業績の主要指標

区　分

売　上　高

当期純損益

経 常 利 益

１株あたり
当期純 損益

１株あたり
年間配当金

総　資　産

純　資　産

（億円）

（億円）

（億円）

（円）

（円）

（億円）

（億円）

年　度

40,993

639

236

14.45

10,416

11

37,161

40,298

1,080

618

39.90

9,870

11

33,573

40,756

809

405

25.44

10,412

11

35,208

36,864

11

△1,402

△87.63

37,813

9,404

8.50

37,845

658

228

14.02

9,553

6

35,540

平成11年度
（11.4.1-12.3.31）

平成12年度
（12.4.1-13.3.31）

平成8年度
（8.4.1-9.3.31）

平成9年度
（9.4.1-10.3.31）

平成10年度
（10.4.1-11.3.31）

（注）１株あたり当期純損益は、平均発行済株式総数に基づき算出しています。
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　単独決算
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ことなどが可能になります。今後このeマーケット

プレイスでの取引の活発化が期待されており、2004

年には企業間電子商取引の半分以上がｅマーケッ

トプレイス上で行われると予測されています。

　ＮＥＣは、このｅマーケットプレイスのシステム

構築において、国内外での数多くの実績により、

顧客企業から高い評価と厚い信頼を得ています。

鉄鋼製品を扱う「スマートオンライン」は、携帯電

話からの在庫検索など、豊富な機能を備えたｅマ

ーケットプレイスで、ＮＥＣがシステムの中心部

分の構築を担当しました。ＮＥＣはシステム・イン

テグレーション力とノウハウを結集

し、通常は構築に１年以上かかるこ

のシステムをわずか半年で立ち上げ、

早期のサービス開始を可能にしまし

た。海外においても、ハイテク電子

部品を扱うｅマーケットプレイス

「ｃｏｎｖｅｒｇｅ」の構築に参画し、短

期間でのシステムの立ち上げに貢献

しています。

　さらにＮＥＣは、住友商事（株）他４

社との共同出資でプレオマート社を

設立し、事務用品などを扱う国内最

大級のｅマーケットプレイス「プレオ

マート」の運営を行っています。ま

た、米国でもｅマーケットプレイス参加企業向け

にサービスを提供するサプリシティー・コーポレ

ーション社を設立するなど、新会社を立ち上げて、

ｅマーケットプレイスの運営や支援を行っています。

　ＮＥＣは、このような活動に加えて、標準化活動

や他社との提携を通じ、より多くの企業がｅマー

ケットプレイスに参加できる環境を整え、その発

展に寄与しています。あらゆる企業や組織をイン

ターネットビジネスの世界へ招待し、そこでの活

躍を強力に支援していくという基本方針にそって、

今後も事業を積極的に展開していきます。

売手企業 買手企業

　連結決算
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（注）配賦不能営業費用は、当社の本社部門一般管理費および各オペレーティング・セグメントに帰属しない技術研究費です。

（単位　百万円）■キャッシュ・フロー計算書

営業活動によるキャッシュ・フロー

　　当　期　純　利　益

　　減　価　償　却　費

　　そ　　　の　　　他

投資活動によるキャッシュ・フロー

フ リ ー ・ キャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

為替相場変動の現金および現金同等物への影響額

現金および現金同等物純増加

458,537

10,416

260,942

187,179

90,396

548,933

△487,471

△    7,164

54,298

360,492

56,603

250,138

53,751

△111,526

248,966

△240,046

3,948

12,868

項　　　　　目

平成１１年度
平成１１年４月１日

～
平成１２年３月３１日（ ）

平成１２年度
平成１２年４月１日

～
平成１３年３月３１日（ ）

（単位　百万円）■オペレーティング・セグメント別営業利益

NECソリューションズ

NECネ ッ ト ワ ー ク ス

NECエレクトロンデバイス

そ　　　　の　　　　他

セグメント間損益の消去

配 賦 不 能 営 業 費 用

合　　　　　　　　　計

84,430

57,110

49,444

△ 2,747

△17,640

△60,183

110,414

部　　　　　門

平成１１年度
平成１１年４月１日

～
平成１２年３月３１日（ ）

84,055

83,144

68,290

20,249

△16,852

△53,703

185,183

平成１２年度
平成１２年４月１日

～
平成１３年３月３１日（ ） ＮＥＣソリューションズ

平成１２年度下半期に需要が

急激に減速したパソコン事業

は業績が悪化しましたが、ＳＩ

サービス事業およびハードデ

ィスクドライブ事業の収益性

改善などにより、ほぼ前年度

並みの営業利益となりました。

ＮＥＣネットワークス
国内向けのｉモード対応の携

帯電話機が活況を呈したこと

や、その他製品の出荷増など

により、平成１１年度に比べ

２６０億円の増益となりました。

ＮＥＣエレクトロンデバイス
平成１２年度下半期にＤＲＡＭ

や液晶ディスプレイの市況が急

激に悪化しましたが、上半期

においてほぼ全事業分野にわ

たり需要が強かったことを受

けて、出荷も堅調に推移した

ことから、平成１１年度に比べ

１８８億円の増益となりました。

オペレーティング・セグメント別
営業利益のポイント（平成１２年度）

キャッシュ・フロー計算書の
ポイント（平成１２年度）

フリー・キャッシュ・フロー
平成１１年度は本社ビルの証

券化や売上債権の証券化の促

進など財務施策を中心にフリ

ー・キャッシュ・フローを創

出しましたが、平成１２年度

は事業の収益力の向上を中心

にフリー・キャッシュ・フローを

創出し、２，４８９億円の収入超

過となりました。


